
令和２年度第２回江東区こども・子育て会議資料に関する意見集約シート

№  質問意見 資料番号 ページ 事業名等 質問・意見の内容 回答

1 意見 資料1 1 児童館での一時預かり事業

「児童館での一時預かり」事業への懸念があります。この事業を実
施することで、児童館の職員の業務や子ども達が使用する部屋にし
わ寄せが来ていないこと、つまり児童館の従来機能の縮小のないこ
とを願います。児童館は遊び場なので、不要不急の施設として認識
される場合に、こうした多目的で利用されることがりますが、児童
館の本来の機能が発揮されていない時にこうしたことがしばしば行
われます。杞憂であることを願いますが、もし、しわ寄せが発生し
ているのであれば、今回の措置は経過措置にとどめ、改めて児童館
の機能を再認識し、再び元のとおり子どもたちが使える空間を確保
されるよう願います。

児童館での一時預かり事業につきましては、一時
保育専用の職員を配置する等、適切な人員配置で
実施する予定です。
また、こどもの居場所の確保につきましても、国
のガイドラインを踏まえながら、区の長期計画
や、令和２年度に改正した児童館に関する運営方
針に基づきまして、取り組んでまいりたいと考え
ております。
なお、今後の一時預かりの実施につきましては、
利用状況や児童館運営の状況等を見ながら検討し
てまいりたいと考えております。

2 意見 資料1 1 子育て家庭への支援体制の強化

総合支援拠点と子家セン、児童館との連携がより一層重要となる。
また、各館と地域（町会・こども会・ＰＴＡ・ＮＰＯなど）との関
係を深める施策を構築すべきである。

各子ども家庭支援センターでは、運営協議会等の
会議に地域の関係者の方にご出席いただいている
ほか、センターの一時預かり事業やひろば事業(出
張ひろば含む)において地域ボランティアの活用
や、NPOと連携した事業を実施しております。
また、今年度より各地域の児童館が開催する児童
館地域会議に子ども家庭支援センターの職員が参
加し、事業内容や課題について意見交換等を行っ
ております。
今後も関係機関や地域との連携により支援体制を
強化していきたいと考えております。

3 意見 資料1 1 子育て家庭への支援体制を強化

事業展開の具体がわからなかったが、子ども家庭支援センターにお
ける見守り強化には、市民の見守り機能をどのように担保するのか
明確になると良いと思った。（Ｐ４にある行政主導の体制だと理解
した。）

本事業では子ども家庭支援センターの訪問支援
ワーカーが、子育てに不安を抱える家庭に訪問に
よる支援を行うものです。関係機関とも引き続き
連携を取りながら進めてまいります。
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4 意見 資料1 2 児童向け複合施設整備事業
複合施設の３～４階が貸しスペースに終わらず、しっかりと児童の
居場所になるような事業が展開されるようお願いしたい。

次のような事業展開により、児童の居場所となる
施設として整備を進めてまいります。
１、放課後等に児童が自由に利用できる時間帯を
設けます。
２、友人関係の悩みなど、利用する児童からの
様々な相談に対応いたします。
３、上記１、２のほか、４階フロア等を活用した
小中高生向けの事業を実施いたします。

5 意見 資料1 2 児童向け複合施設整備事業

児童という用語もできるだけ「こども」に言い換えた方がよいと思
います。
・「児童向け複合施設」⇒「こども向け複合施設」

ご意見ありがとうございます。施設名称につきま
しては、「(仮称)江東区こどもプラザ」として検
討を進めております。

6 意見 資料1 2 児童向け複合施設整備事業

児童向け複合施設の開設に向けて、地域の連携をはかり、住吉・猿
江地区のみならず、扇橋地区での子育て支援の拠点となるよう情報
発信に努める必要がある。また、指定管理者の選定にあたって、地
域の要望に留意されたい。

開設に向けて適宜情報発信を行い、子育て世帯や
地域住民の方の交流拠点となるよう整備を進めて
まいります。地域のご要望につきましては、事業
内容等の検討を進める際等に、地域の関係者の
方々のご意見を伺っていきたいと考えておりま
す。

7 意見 資料1 2 児童向け複合施設整備事業

「地域住民の憩いの場」の活用の具体が示されると良いと思う。
「整備による効果」がゴールとなった活用がなされることを期待す
る。

１階地域交流スペースを活用した、地域の皆様と
の交流の場となる事業展開を検討してまいりま
す。
「こどもの健やかな成長を地域の皆様と継続的に
見守り、総合的に支援」する施設整備の効果を実
現するため、事業内容等につきましては、地域の
関係者の方々のご意見も伺いながら検討を進めて
いきたいと考えております。

8 意見 資料1 4
子ども家庭支援セン
ターの見守り支援機能
を強化

子ども家庭支援センターの見守り機能の強化について、その具体が
今後求められる。

本事業は早期に子育て家庭の問題をキャッチし、
訪問をはじめとする支援を行うことによって、児
童虐待につながる芽を摘むことを目的としていま
す。
より効果的な運用ができるよう、令和３年度はモ
デル事業として課題の抽出・整理を行い、令和４
年度を予定する本格実施に向けた準備を進めてま
いります。
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9 意見 資料1 4
子ども家庭支援セン
ターの見守り支援機能
を強化

モデル事業から始めるのはとても良いことだと思います。しっかり
と課題を抽出して、予算にも反映していただきたい。支援ニーズは
複合的な場合も多いので、障害児支援（発達支援）との連携の視点
でも検証していただきたい。

さまざまなケースについてモデル事業として課題
抽出を行い、予算要求も含め本格実施に向けた準
備を進めてまいります。

10 意見 資料1 4 子育て家庭への支援体制を強化

見守り支援機能強化に期待している。課題解決に向け、区の各種事
業だけでなく、民生委員や地域ＮＰＯなどとの重層的協力体制の構
築が求められる。

児童虐待の予防には様々な地域ネットワークを活
用した見守りが大切だと考えています。
引き続き関係機関とも連携を取りながら進めてま
いります。

11 意見 資料1 4 子育て家庭への支援体制を強化
専門職員による訪問支援の実施は、虐待に限らず、家庭内の問題の
早期発見に効果があると思いますので、期待しています。

令和３年度に実施するモデル事業は、早期に子育
て家庭の問題をキャッチし、訪問をはじめとする
支援を行うことによって、児童虐待につながる芽
を摘むことを目的としています。
より効果的な運用ができるよう、本格実施に向け
て準備を進めてまいります。

12 意見 資料1 4 子育て家庭への支援体制を強化
訪問支援ワーカーさん、地域支援コーディネーターさんの配置人数
が決まっていれば教えてほしい。とてもよい事業と思う。

本事業では令和３年度は、モデル的に大島子ども
家庭支援センターに訪問支援ワーカーを２名、南
砂子ども家庭支援センターに地域支援コーディ
ネーターを１名配置いたします。
令和４年度以降は全センターで実施する予定でお
り、詳細はモデル事業を踏まえて検討します。

13 意見 資料1 4 子育て家庭への支援体制を強化
虐待予防、支援機能のレベルアップに練馬区のようなAIを活用する
というのはどうだろうか。

近隣の自治体において人工知能を用いて、児童虐
待のリスク分析や相談対応を試みる取り組みが始
まっています。本区としてはそれらの先行事例を
収集するなど動向を注視してまいります。
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14
質
問

資料1 5 私立保育所整備事業
認可保育園の定員増も大切ですが、同時に保育の質が担保されてい
るか検証するシステム作りや向上への取り組みが必要です。進めら
れていることがあったら教えて欲しい。

適正な運営及びサービスの質の確保をするため、
検査の対象となる全ての保育施設に対して年1回の
指導検査を実施しております。
また、発達支援ゼミ等の研修のほか公設公営保育
園での保育研究指定園制度など、様々な側面から
保育の質の向上を図っております。
認可保育所の定員増に伴う保育の質の低下が生じ
ることのないよう、引き続き指導等を実施してま
いります。

15 質問 資料1 5 私立保育所整備事業

待機児１４名（令和２年度）に対して約900名の定員増は、下記の
状況に応じて決定とありますが、これは、計画といえ、適正な物事
とは思えません。定員割れの状況を見ると、既存の施設で対応すべ
きと思います。また、その方が区の支出も少なくて済むと思いま
す。それとも今後、増店員分児童が増える予定なのでしょうか。

認可保育所の定員増につきましては、今後の乳幼
児人口の増加や女性の就業率の上昇を見込んだう
えで、地域毎に必要な定員数を確保することとし
ております。
地域毎の保育需要に応じた施設整備等を行い、待
機児童の解消を目指してまいります。

16 意見 資料1 5 私立保育所整備事業
保育園の人員確保、園児の確保も困難になることも想定されるが、
それに対しての見通しは見えなかった。

保育園の人員（保育士等の職員）確保につきまし
ては、処遇の改善につながる補助や宿舎借上補
助、保育園就職フェアの開催等を通じて、確保に
繋げてまいります。
認可保育所の定員増につきましては、今後の乳幼
児人口の増加や女性の就業率の上昇を見込んだう
えで、地域毎に整備計画を立てております。

17 意見 資料1 6 区内小中学校のICT化を推進

ＩＣＴ化のデメリットとして、ネット依存なども心配されると思い
ます。ＩＣＴ化の推進に際しては、家庭または学校で、タブレット
やインターネットの使い方について、子どもと大人で話し合う時間
を設けることを検討するなど、可能な範囲でご配慮ください。

区内小中学校では、全校でＩＣＴと適切に向き合
う力を育むことをねらいとして、ＳＮＳのルール
作りを学校や家庭で話し合いを通して作る取組を
行っています。使用時間や相手に配慮した発話の
仕方など、適切に判断し、行動できる力を身に付
けられるよう取組の充実を図ってまいります。
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18 意見 資料1 6 区内小中学校のICT化を推進
生活困窮家族等への家庭におけるWiFi環境の確保、利用サポートに
ついては、見通しが見えなかった。

令和2年度に実施したタブレット端末・モバイル
ルーター貸与と同様、インターネット環境のない
家庭にはモバイルルーターを無償で貸し出しいた
します。

19 意見 資料1 6 区内小中学校のICT化を推進
区立小学校のICT化で、貧困等で子どもの家庭での居場所確保につ
いてはどのように考えているのか。

児童・生徒１人１台端末の貸与をあわせて、イン
ターネット環境のない家庭にはモバイルルーター
を貸し出し家庭学習を行えるようにいたします。

20 感想 資料１ 6 庁内のICT化
庁内のICT化が進んでいないように見受けられるので、このような
課題を誰が判断し運用しているのかという感想を持ちました。

庁内のＩＣＴ化につきましては、庁内のＩＴを担
当する部署が中心になり、Ｗｅｂ会議の試行実施
やそれに伴う情報セキュリティ研修、庁内ＬＡＮ
の無線化など、様々な取り組みや検討が進められ
ているところであります。実際の運用にあたって
は、たとえばＷｅｂ会議では、会議に参加される
方のＩＴ環境が整っていないため実施できなかっ
たり、会議に参加される方のＰＣ性能が著しく違
うことにより、スムーズに映像や音声のやりとり
ができなかったりと、様々な課題があると聞いて
おります。本会議におきましても、今後のＩＣＴ
化推進に向け、庁内ＩＴ担当課と連携しながら対
応を検討してまいりたいと考えております。

21 意見 資料1
1・
4

子育て家庭への支援体制を強化

一般市民と専門職では、「虐待」という用語の意味に理解の違いが
存在します。「児童虐待相談対応件数」などの行政用語では「虐
待」という言葉を使うべきですが、一般市民向けの文章では避けた
方がよいと思います。
・「子育ての孤立化から虐待に至って」⇒「子育ての孤立化から不
適切な養育になって」
・「虐待の予防」⇒「不適切な養育の予防」

いただいたご意見も参考に、今後検討させていた
だきます。

22 意見 資料1
2・
3

子ども家庭支援センターの拡充

子ども家庭支援センターを拡充し、乳児期の子育てを社会的に支援
することは、時宜に適った施策と思います。未だ言葉を発しない乳
児に、親が温かく言葉をかけることが、子育ての始まりです。例え
ば、オムツを替えるときに「気持ちいいね」「うれしいね」と言葉
をかけること。そういうやり方を伝えることが大切だと思います。
地域の幼稚園、保育園の連携も有効だと思います。

地域における見守り支援機能強化事業のほか、子
ども家庭支援センターでは、職員による子育て相
談や専門職による専門相談を行っております。今
後も、子育て世帯の方が身近で気軽に相談できる
様な施設運営を行っていきたいと考えておりま
す。
また年１回の運営協議会等により幼稚園や保育園
等の地域の関係施設との連携も行ってまいりま
す。
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23 意見 資料1
4・
5

子ども家庭支援セ
ンターや保育所の
支援について

内閣府の政策、『子ども・子育て本部、少子化対策、少子化社会対策白書、平成18年版
少子化社会白書(本編〈HTML〉)、(2)家族の役割と子育てに対する意義』の中に、世論
調査の結果があります。
子育ての楽しさについて、
「子どもの成長に立ち会えること」62.1%
「家族のきずなが強まること」52.5％
「子育てを通じて自分が成長できること」45.3％
「子どもの様子を見ているだけで楽しい」38.2％となっていました。
また、2004年12月財団法人こども未来財団による『子育てに関する意識調査』では、
「親自身が未成熟であることが多くなった」70.3％となっていました。
私は、小学生と幼稚園児の二人の子を育てています。子の姿や様子に向き合うことを通
して自己を振り返り、思惟し、悩み、乗り越えながら暮らしております。
また、子によって親にならせてもらい、共に成長させてもらっている実感を、仲間と話
して共有するなど深めたりしています。仲間とは、互いに未成熟な部分があることを素
直に認め合い、一人で抱え込むことなく考え合い、向き合うことができている状況で
す。子ども家庭支援センターや保育所には、母親たちの健全な横のつながりが形成され
るきっかけや機会、活動等についても支援していただけたらと思います。行政では難し
いところでも、仲間だと出来得ることがある場合があると感じているためです。
また、元来母親は、子を産み、育てられる母性を有しております。その力や特徴を、わ
が身を削りすぎることなく活き活きと発揮できるようになることで、子も、その姿を通
して学び、自身も親になっていく道へと向かっていくのではないかと考えます。そのた
めには、行政が立ち入りすぎたり、保育のサービス的側面が前面に出過ぎてしまうと、
母親・保護者としての成長を促しにくい面もあるのではないか、と思います。親が未成
熟で、助けてもらうのが当たり前になると、自分で考えることが疎かになる場合がある
と思うのです。目の前の我が子は、あくまでも自分たちで育てるものです。家庭の中
で、家族全員で、育み、家族として成長していくものです。
課題や壁は各家庭で違うのはもちろん、子にも様々な特徴があって、マニュアルに則っ
たり、年齢別ハウツーにあてはめたりすればするほど情報に溺れてしまい、認めてほし
い目の前の子の大切な部分を見落としてしまったりする可能性もでてきたりすると思い
ます。ですので、あくまでも応援としての視点で、また、応援しすぎることなく支援し
ていただきたいと思います。防災と同じで、自助・共助・公助で、親が自律できるよ
う、行政や園のせいなどと錯覚したりすることがないよう、親たちが子育てや自分から
逃げずに、勇気をもって前向きに取り組んでいけるように、心のサポートにも力を入れ
ていただきたいと思います。心のサポートには、目線が低く、親しみやすく信頼でき
る、優しさ溢れる人材が必要かと思います。四角四面に堅苦しい雰囲気ではなく温かみ
のある支援を希望いたします。

【子ども家庭支援センター】
子育てひろばでは親子の遊び場のみではなく、利
用者同士やセンター職員との繋がり・交流が形成
されるような内容のプログラム実施や、ひろばで
のお声かけ等を引き続き行っていきたいと考えて
おります。
また、子ども家庭支援センターでは、子育てに関
する様々な相談業務を行っております。
いただいたご意見にありますとおり、ご家庭の状
況やこどもの発育状況等により、ご相談を希望さ
れる内容は多種多様と思いますので、利用者の
ニーズや思いをしっかり受け止めた対応を引き続
き行ってまいります。
上記のような観点も含め、引き続き子育て世帯の
方が身近で気軽に相談できる様な施設運営を行っ
ていきたいと考えております。
【保育所】
保育所につきましては、各園における保護者会や
保護者参加行事、在宅子育て者向けのマイ保育園
ひろば等の機会が、保護者間における横のつなが
りの形成につながるよう、引き続き各園の取り組
みを支援してまいります。また、マイ保育園ひろ
ば実施園では、子育て支援に関する様々な支援と
必要な情報を利用者に提供できるスキルを身につ
けるべく、区で研修を実施しております。保護者
が園に相談しやすい雰囲気づくり等、園の運営面
につきましても、指導検査等を通じて、支援して
まいります。

24 意見 資料1 ― 資料について
見やすく、江東区のやる気も感じます。しかし、実施できるかどう
かは大事なところ。委員に送る資料としては不足しています。補足
もつけてください。

書面開催となり、資料の対面での説明がない状況
で、資料の補足説明もなく大変申し訳ございませ
んでした。今後は、いただいたご意見を参考に、
わかりやすい資料提供に努めてまいります。
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